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益は 36.8兆ウォン（約 3兆 5000億円）に達した。 
 そのようななか、日本ではなじみが薄いにもかかわらず、アジアでも最高水準の高収益を上げ
続けているマレーシア企業が存在する。国営石油会社ペトロナス（Petroleum Nasional）である。






















                                                   
1 グラフの年は Forbes Global 500による。各企業の会計年度とはズレがある。 
 http://www.ide.go.jp 





（出所）Forbes Global 500各年版 
2. 設立後 40年で飛躍的に成長 
 マレーシアの石油生産自体の歴史は長く、1910年頃から既にシェルがサラワク州で油田開発を
行っていた。一方で、ペトロナスが国営石油会社として設立されたのは 1974 年である。ちなみ












ことになった。その受け皿として、ペトロナスは会社法（Malaysian Company Act 1965）に基
づいて財務省を出資者として設立された。 
 東南アジアでは、インドネシアの国営石油公社プルタミナが大きな成功を収めており、ペトロ
                                                   
2 http://www.pertamina.com/en/company-profile/company-history/1957-the-independence/ 
 http://www.ide.go.jp 



























ソリンスタンドと 728 店舗のコンビニエンス・ストアを展開している。マレーシアが 2011 年の
対アフリカ直接投資額で中国を押さえてアジアのトップに立った背景には、ペトロナスの積極的
なアフリカへの投資がある 5。  
 ペトロナスの近年でもっとも大きな海外への投資は、カナダのシェールガスへの投資である。




                                                   
3 プルタミナの存在はペトロナスにとって決定的に重要であり、当時のMalaysian Business誌（1974年 3月号）は「マレーシ
アはインドネシアの例に倣う」と題した記事の中で「プルタミナはマレーシアが（石油）会社を設立するのを支援することに合
意しており、このような価値のある経験が近隣にあることはマレーシアにとって幸運である」と述べている。 
4 Financial Times 2007年 3月 12日付け（http://www.ft.com/intl/cms/s/2/471ae1b8-d001-11db-94cb-000b5df10621.html）に
よる命名。サウジアラムコ（サウジアラビア）、ガスプロム（ロシア）、中国石油天然気集団公司（中国）、イラン国営（イラ
ン）、ベネズエラ国営石油会社（ベネズエラ）、ペトロブラス（ブラジル）、ペトロナス（マレーシア）の 7社をさす。 
5 ロイター 2013年3月25日付（ http://www.reuters.com/article/2013/03/25/malaysia-africa-idUSL5N0CH2QY20130325） 
 
 http://www.ide.go.jp 










金として 125億リンギ、輸出税として 12億リンギ、合計で 800億リンギ（約 2兆 1000億円）
を納付している（2012年）。加えて、天然ガスの価格統制によって遺失している利益として、279
億リンギ（7400億円）がある。連邦政府側からみると、2012年度の歳入 2080億リンギのうち、
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 1974年石油開発法によれば、「会社（ペトロナス）は、時宜を得て（from time to time）適切
と判断した指示を発する首相の管理と指示に服する」（第 3 条 2 項）となっている。一方で、第
3A条ではペトロナスがビジネス上のあらゆる権限を持っていると規定している。また、首相の諮
問機関として、National Petroleum Advisory Councilを設立することが定められている（第5条）
































図 2 新セブン・シスターズ母国の各国産油量（2012年） 
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